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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体ケースと外枠ケースからなり、本体ケースが外枠ケースに対して摺動可能であり、
本体ケースには、少なくとも、テープ基材上に塗膜を形成した転写テープ、繰出しリール
、本体ケースから突設した転写ヘッド、巻取りリール、繰出しリールと巻取りリールの連
動部材からなる塗膜転写機構を有しており、
本体ケースと外枠ケースには、本体ケースから突設した転写ヘッドが外枠ケースからも突
出した配置である転写ヘッド突出位置に固定するための固定機構を有しており、
本体ケースと外枠ケースには、本体ケースから突設した転写ヘッドが外枠ケースに格納さ
れた配置である本体ケース格納位置に停止するための停止機構を有しており、
固定機構における固定の解除と解除からの摺動、及び、停止機構における停止からの摺動
を行なうために、ひとつのスライド部材を有しており、
スライド部材を転写ヘッド突出位置にて本体ケース格納位置方向へ稼動させると、固定が
解除され、稼動に連動して、本体ケースを本体ケース格納位置方向へ摺動することができ
、また、
スライド部材を本体ケース格納位置にて転写ヘッド突出位置方向へ稼動させると、稼動に
連動して、本体ケースを転写ヘッド突出位置方向へ停止から摺動することができ、
その後、転写ヘッド突出位置に固定することができ、この固定された転写ヘッド突出位置
にて塗膜を転写することができることを特徴とする塗膜転写具。
【請求項２】
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　スライド部材を本体ケース格納位置にて転写ヘッド突出位置方向と逆方向へ稼動させる
と、稼動に連動して、本体ケースを突出位置方向と逆方向へも停止から摺動することがで
き、その後、本体ケースと外枠ケースを分離することができることを特徴とする請求項１
に記載の塗膜転写具。
【請求項３】
　転写ヘッド突出位置に固定するための固定機構は、本体ケースに設けた駆動部材と、そ
こに合致した外枠ケースの形状、及び、本体ケースと外枠ケースの形状による機構であり
、
本体ケース格納位置に停止するための停止機構は、本体ケースと外枠ケースの形状による
機構であり、
スライド部材は、本体ケースに設けられており、
スライド部材を転写ヘッド突出位置にて本体ケース格納位置方向へ稼動させると、スライ
ド部材の一部である係部が接している固定機構の駆動部材を動かして固定を解除する機構
であり、続いて本体ケースを動かして摺動する機構であり、
スライド部材を本体ケース格納位置にて転写ヘッド突出位置方向へ稼動させると、スライ
ド部材の係部が本体ケースを直接動かして停止から摺動する機構であり、
スライド部材を本体ケース格納位置にて転写ヘッド突出位置方向と逆方向へ稼動させると
、スライド部材の係部が固定機構の駆動部材を動かして続いて本体ケースを動かして停止
から摺動する機構であることを特徴とする請求項２に記載の塗膜転写具。
【請求項４】
　本体ケースに設けた駆動部材に弾性体が取り付けてあり、その弾性力によって、駆動部
材がそこに合致した外枠ケースの形状に保持されており、
さらに、その弾性力が、スライド部材の係部が接している駆動部材からスライド部材へ伝
動され、その力によって、スライド部材が本体ケースの特定位置に保持されていることを
特徴とする請求項３に記載の塗膜転写具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、テープ基材上に形成された塗膜を圧力で転写するために用いる塗膜転写具に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　テープ基材上に形成された塗膜を圧力で転写するための塗膜転写具は、数多く商品化さ
れている。このような塗膜転写具は、転写テープが繰出しリールから繰り出され、転写ヘ
ッドにて塗膜が圧力で転写され、塗膜転写後のテープ基材が巻取りリールに巻き取られる
のが基本構成である。
【０００３】
　塗膜としては、誤字を修正するためのもの（いわゆる『修正テープ』）、文字を強調す
るための透明な蛍光色のもの（特許第３５８１９９４号公報、特許第３６６９４４９号公
報）、物を貼り付けるための粘着剤（のり）であるもの（いわゆる『テープのり』）、塗
膜に文字や絵柄などを施したもの（特開２００５－０１７９４７号公報）、のりの塗膜に
文字や絵柄などを施したもの（特開２００６－３３５５１７号公報、特開２００７－１０
６０１４号公報）、また、これらの塗膜に香りを施したもの（特願２００６－１４０１４
６号公報、特願２００６－２４９４６５号公報）などがある。
【０００４】
　塗膜転写具の転写ヘッドにて塗膜を転写するため、使用者が見ながら転写できるように
、塗膜転写具のケースから転写ヘッドを突出させている。これにより、転写ヘッドの先端
までに、塗膜が露出していることになり、この露出した塗膜が汚れたりして、塗膜本来の
性能や機能が発揮されない場合がある。
【０００５】
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　そのようにならないように転写ヘッドを保護するために、キャップや筒状部（特許第３
７８２５２７号公報）や保護カバー（特許第３９０９６８１号公報、特開２００５－００
１８５０号公報）を設けたものがある。また、ノック式のボールペンのように出没式にす
ることによって保護しているもの（特開平６－０５５８９５号公報、特開２００３－０８
４０２７号公報、特開２００４－２１６８３７号公報、特開２００７－１３６９５９号公
報）や回転栓によるもの（実用新案登録第３１０５９６８号公報）などがある。
【特許文献１】特許第３５８１９９４号公報
【特許文献２】特許第３６６９４４９号公報
【特許文献３】特開２００５－０１７９４７号公報
【特許文献４】特開２００６－３３５５１７号公報
【特許文献５】特開２００７－１０６０１４号公報
【特許文献６】特願２００６－１４０１４６号公報
【特許文献７】特願２００６－２４９４６５号公報
【特許文献８】特許第３７８２５２７号公報
【特許文献９】特許第３９０９６８１号公報
【特許文献１０】特開２００５－００１８５０号公報
【特許文献１１】特開平６－０５５８９５号公報
【特許文献１２】特開２００３－０８４０２７号公報
【特許文献１３】特開２００４－２１６８３７号公報
【特許文献１４】特開２００７－１３６９５９号公報
【特許文献１５】実用新案登録第３１０５９６８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来の製品においては、転写ヘッドを保護するために、キャップや筒状部や保護カバー
などの別部品が必要であり、また、出没式などの保護する機構を備えた製品については、
その動作をさせるために特定の部位での操作が必要である。
【０００７】
　本発明が解決しようとする課題は、転写ヘッドを保護するために、キャップや筒状部や
保護カバーなどの別部品を必要とせず、かつ、出没式などの保護する機構を備えた製品の
ように、塗膜転写具を持ちかえて特定の部位で保護する機構の操作を行なう必要がなく、
塗膜転写具を指先だけで持つことができ、その持ち方で保護する機構の操作を可能とする
塗膜転写具を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　製品を開発にするにあたり、出没式などの保護する機構を備えた製品のように、塗膜転
写具を持ちかえることなく、塗膜転写具を指先だけで持つことができ、その持ち方で保護
する機構の操作を可能とするところには特にこだわった。そこで、使用者が指先だけで持
ち、塗膜転写具を持ちかえることなく、転写ヘッドを突出させ、塗膜を転写して、転写ヘ
ッドを格納できるよう、研究を重ねた。その結果、次のような特徴を持つ塗膜転写具を発
明するにいたった。
【０００９】
　本発明は、本体ケースと外枠ケースからなり、本体ケースが外枠ケースに対して摺動可
能であり、本体ケースには、少なくとも、テープ基材上に塗膜を形成した転写テープ、繰
出しリール、本体ケースから突設した転写ヘッド、巻取りリール、繰出しリールと巻取り
リールの連動部材からなる塗膜転写機構を有しており、本体ケースと外枠ケースには、本
体ケースから突設した転写ヘッドが外枠ケースからも突出した配置である転写ヘッド突出
位置に固定するための固定機構を有しており、本体ケースと外枠ケースには、本体ケース
から突設した転写ヘッドが外枠ケースに格納された配置である本体ケース格納位置に停止
するための停止機構を有しており、固定機構における固定の解除と解除からの摺動、及び
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、停止機構における停止からの摺動を行なうために、ひとつのスライド部材を有しており
、スライド部材を転写ヘッド突出位置にて本体ケース格納位置方向へ稼動させると、固定
が解除され、稼動に連動して、本体ケースを本体ケース格納位置方向へ摺動することがで
き、また、スライド部材を本体ケース格納位置にて転写ヘッド突出位置方向へ稼動させる
と、稼動に連動して、本体ケースを転写ヘッド突出位置方向へ停止から摺動することがで
き、その後、転写ヘッド突出位置に固定することができ、この固定された転写ヘッド突出
位置にて塗膜を転写することができることを特徴とする。
【００１０】
　加えて、スライド部材を本体ケース格納位置にて転写ヘッド突出位置方向と逆方向へ稼
動させると、稼動に連動して、本体ケースを突出位置方向と逆方向へも停止から摺動する
ことができ、その後、本体ケースと外枠ケースを分離することができることを特徴とする
。
【００１１】
　また、転写ヘッド突出位置に固定するための固定機構は、本体ケースに設けた駆動部材
と、そこに合致した外枠ケースの形状、及び、本体ケースと外枠ケースの形状による機構
であり、本体ケース格納位置に停止するための停止機構は、本体ケースと外枠ケースの形
状による機構であり、スライド部材は、本体ケースに設けられており、スライド部材を転
写ヘッド突出位置にて本体ケース格納位置方向へ稼動させると、スライド部材の一部であ
る係部が接している固定機構の駆動部材を動かして固定を解除する機構であり、続いて本
体ケースを動かして摺動する機構であり、スライド部材を本体ケース格納位置にて転写ヘ
ッド突出位置方向へ稼動させると、スライド部材の係部が本体ケースを直接動かして停止
から摺動する機構であり、スライド部材を本体ケース格納位置にて転写ヘッド突出位置方
向と逆方向へ稼動させると、スライド部材の係部が固定機構の駆動部材を動かして続いて
本体ケースを動かして停止から摺動する機構であることを特徴とする。
【００１２】
　さらに、本体ケースに設けた駆動部材に弾性体が取り付けてあり、その弾性力によって
、駆動部材がそこに合致した外枠ケースの形状に保持されており、さらに、その弾性力が
、スライド部材の係部が接している駆動部材からスライド部材へ伝動され、その力によっ
て、スライド部材が本体ケースの特定位置に保持されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明により、転写ヘッドを保護するために、キャップや筒状部や保護カバーなどの別
部品を必要とせず、かつ、出没式などの保護する機構を備えた製品のように、塗膜転写具
を持ちかえて特定の部位で保護する機構の操作を行なう必要がなく、塗膜転写具を指先だ
けで持つことができ、その持ち方で保護する機構の操作ができるようになり、非常に簡便
に保護をしたり外したりすることができる塗膜転写具になった。また現在、塗膜として様
々な機能を持たせたものが開発されており、新しい塗膜に対する保護にも役立つものであ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下実施例にて、本発明の特徴を説明する。実施例１は、請求項３の内容を主に説明す
るものであるが、請求項３は、請求項１と２の一例に過ぎず、請求項１と２がこれに限定
されるものではない。下記実施例以外でも、形状や配置の違いなどで、様々な機構を取り
得るからである。実施例２は、請求項４の例を説明するものである。
【実施例１】
【００１５】
　図１は、本体ケース１の斜傾図であり、図２は、外枠ケース２の斜傾図である。これら
の形状は、本発明の一例に過ぎない。図１の内部の構成は、下記図７において詳細に説明
する。
【００１６】
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　図３は、本体ケース１が外枠ケース２に対して摺動している斜傾図である。図３におい
て、本体ケース１を図面左方向へ摺動させると、本体ケース１から突設した転写ヘッドが
外枠ケース２に格納された配置である本体ケース格納位置に停止することができる。本体
ケース１を図面右方向へ摺動させると、本体ケース１と外枠ケース２を分離することがで
きる。
【００１７】
　図４は、本体ケースから突設した転写ヘッド６が外枠ケース２からも突出した配置であ
る転写ヘッド突出位置の図である。本体ケースは外枠ケース２に格納されて隠れているの
で、図には見えていない。この転写ヘッド突出位置において、塗膜を転写することができ
る。なお、この図は、塗膜転写具３を右手で使用した時に見える塗膜転写具３の右側面の
図でもある。以降、この方向から見た面を右側面と呼ぶ。
【００１８】
　図５も、転写ヘッド突出位置の図であり、左手で使用した時に見える塗膜転写具３の左
側面の図である。以降、この方向から見た面を左側面と呼ぶ。この図において、後述する
スライド部材２０は、本体ケース１の一面全体を覆うような形状である。
【００１９】
　図６は、本体ケース１が外枠ケース２に対して摺動している図であり、図５と同じ左側
面から見た図である。
【００２０】
　図５と図６において、外枠ケース２の上下部分中央にある、わずかに内側（本体ケース
１側）に迫り出している外枠ケース２のレール部１０によって、本体ケース１が外枠ケー
ス２に対して摺動可能になっている。
【００２１】
　図７は、本体ケース１を右側面から見た図である。この図７は、本体ケース１にスライ
ド部材を設けていることが図１と異なるが、他の構成は同じである。
【００２２】
　図７において、塗膜転写機構を説明する。繰出しリール５から繰り出された転写テープ
４が、本体ケース１から突設した転写ヘッド６にて塗膜を転写することができ、その後、
巻取りリール７に巻き取られる構成である。転写ヘッド６にて転写テープ４の塗膜が転写
されているので、巻取りリール７に巻き取られているのはテープ基材３０となっている。
転写ヘッド６は、本体ケース１の転写ヘッド保持部９によって保持されている。転写ヘッ
ド保持部９は、転写ヘッド６を嵌めて、図面手前から蓋をするように嵌合している。その
ため、本体ケース１単独でも、転写ヘッド６が落ちない構成となっている。また、蓋をす
るように嵌合しているため、図では転写ヘッド保持部９の内部が見えていない。繰出しリ
ールと巻取りリールの連動部材は、ここでは連動ギア８であるが、本発明はこれに限定さ
れるものではない。図では、繰出しリール５に設けた連動ギア８だけ見えており、巻取り
リール７に設けた連動ギアは巻取りリール７の背後に隠れている。
【００２３】
　図８は、図７の駆動部材１１の拡大図である。また、本体ケース１と外枠ケース２の形
状や配置がわかるように、外枠ケース２の断面を斜線で表わしている。
【００２４】
　図８において、この実施例における、本体ケースから突設した転写ヘッドが外枠ケース
からも突出した配置である転写ヘッド突出位置に固定するための固定機構を説明する。こ
の実施例における固定機構は、本体ケース１に駆動部材１１を設け、駆動部材１１の爪止
部１８に合致した形状である固定部１２を外枠ケース２に形成し、及び、本体ケース１と
外枠ケース２が面で合う形状の壁面を形成したことによる機構である。ここで、本体ケー
ス１と外枠ケース２が面で合う形状の壁面において、本体ケース１の壁面を壁面形状１５
、外枠ケース２の壁面を固定壁１４としている。
【００２５】
　図８の転写ヘッド突出位置では、駆動部材１１の爪止部１８が固定部１２に合致してい
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るため、本体ケース１の図面右方向への動きを抑制しており、及び、本体ケース１の壁面
形状１５と外枠ケース２の固定壁１４が面で合っているために、本体ケース１の図面左方
向への動きを抑制している。これらによって、転写ヘッド突出位置にて固定されている。
なお、固定機構はこの機構に限定されるものではなく、形状や配置の違いなどで、様々な
機構を取り得る。
【００２６】
　図９は、転写ヘッド周辺を左側面から見て傾斜させた図であり、本体ケース格納位置に
て停止している状態である。図８とは左右が逆である。
【００２７】
　図９において、この実施例における、本体ケースから突設した転写ヘッドが外枠ケース
に格納された配置である本体ケース格納位置に停止するための停止機構を説明する。この
実施例における停止機構は、本体ケースと外枠ケースに形成した形状による機構であり、
本体ケースの形状は、固定機構でも利用している壁面形状１５であり、外枠ケースの形状
は、二つの形状であり、一つは半円形状１６であり、もう一つは長方形状１７である。
【００２８】
　半円形状１６と長方形状１７は、外枠ケースから盛り上がった立体形状であり、図９に
おいて、その立体形状を表わしている。半円形状１６は、球の一部を切り出したような立
体形状であり、本体ケースに隠れているため、破線で表わしている。長方形状１７は、中
央部分が高く盛り上がって平たくなっており、その平たい中央から端に向ってなだらかに
低くなっている立体形状である。
【００２９】
　図１０は、図９における転写ヘッド６の方向から見た長方形状１７の断面図になる。斜
線部分は、外枠ケースを表わしている。
【００３０】
　半円形状１６と長方形状１７の間が本体ケース１の壁面形状１５の厚み分だけ空いてお
り、その間に壁面形状１５が収まることで停止する機構である。図９や図１０において、
半円形状１６と長方形状１７の間に壁面形状１５が収まっている。なお、停止機構はこの
機構に限定されるものではなく、形状や配置の違いなどで、様々な機構を取り得る。
【００３１】
　図１１が、固定機構における固定の解除と解除からの摺動、また、停止機構における停
止からの摺動を行なうためのスライド部材２０の斜傾図である。この実施例において、ス
ライド部材２０は本体ケースに設けているが、外枠ケースに設けることも可能である。そ
の場合、必要に応じて、固定機構や停止機構の形状や配置などを変更すればよい。
【００３２】
　図１１のスライド部材２０の二つの爪部２１を、本体ケースの二つの爪部係止穴に係合
することにより、スライド部材２０を本体ケースに設けることができる。図７において、
本体ケース１の二つの爪部係止穴２２に、スライド部材２０の二つの爪部２１が係合して
いる状態が表わされている。また、図５と図６において、スライド部材２０が本体ケース
１に設けられた状態が表わされている。このスライド部材２０は、本体ケース１の一面全
体を覆うような形状である。
【００３３】
　また、図１１のスライド部材２０には、固定機構の駆動部材に接する係部が二つある。
一方の左大係部２３が、固定の解除と摺動のため、また、もう一方の右小係部２４が、固
定と摺動のためにある。図８において、本体ケース１の係部穴２５に、スライド部材の左
大係部２３と右小係部２４が嵌っており、左大係部２３と右小係部２４の間で駆動部材１
１のトリガー部１９と接するようになっている。
【００３４】
　転写ヘッド突出位置である図８において、スライド部材を本体ケース格納位置方向（図
面右方向）へ稼動させると、スライド部材の左大係部２３が、駆動部材１１のトリガー部
１９を右方向へ動かし、駆動部材１１の回転軸１３を中心軸にして、駆動部材１１が回転
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して、駆動部材１１の爪止部１８が固定部１２と離れて、固定が解除される。スライド部
材をそのまま同一方向へ稼働し続けると、係部穴２５の図面右端に右小係部２４が接して
、本体ケース１を動かすことになる。図５と図６において説明したように、外枠ケース２
にはレール部１０があるために、本体ケース１が外枠ケース２に対して摺動する。
【００３５】
　図１２は、図１０と同様に長方形状１７の断面図であるが、転写ヘッド突出位置である
ことが異なっている。また、図８とは左右が逆である。
【００３６】
　転写ヘッド突出位置である図１２において、スライド部材２０を本体ケース格納位置方
向（図面左方向）へ稼動させて、本体ケース１が外枠ケース２に対して摺動すると、壁面
形状１５がたわんで、長方形状１７を図面右から左方向へ乗り越えて動き、本体ケース格
納位置に来ると、壁面形状１５が半円形状１６と長方形状１７の間に図１０のように収ま
って停止することができる。
【００３７】
　図１３は、本体ケース格納位置における駆動部材１１の拡大図である。また、本体ケー
ス１と外枠ケース２の形状や配置がわかるように、外枠ケース２の断面を斜線で表わして
いる。
【００３８】
　本体ケース格納位置である図１３において、スライド部材を転写ヘッド突出位置方向（
図面左方向）へ稼動させると、スライド部材の左大係部２３が、係部穴２５の図面左端に
接して、本体ケース１を動かすことになる。外枠ケース２にはレール部があるために、本
体ケース１が外枠ケース２に対して摺動する。
【００３９】
　この摺動の時に、外枠ケース２に駆動部材１１の爪止部１８が当たりながら摺動するこ
とになり、さらに固定部１２を越える時には、駆動部材１１のトリガー部１９が右小係部
２４を図面右方向へ動かし、駆動部材１１の回転軸１３を中心軸にして、駆動部材１１が
回転して、駆動部材１１の爪止部１８が固定部１２と合致する。この時、駆動部材１１の
トリガー部１９が右小係部２４を動かすので、右小係部２４を通じてスライド部材が多少
押し戻される感じを受ける。
【００４０】
　本体ケース格納位置である図１０において、図１３とは左右が逆であり、スライド部材
２０を転写ヘッド突出位置方向（図面右方向）へ稼動させて、本体ケース１が外枠ケース
２に対して摺動すると、壁面形状１５がたわんで、長方形状１７を図面左から右方向へ乗
り越えて動き、転写ヘッド突出位置に来ると、本体ケース１の壁面形状１５と外枠ケース
２の固定壁１４が図１２のように面で合う。
【００４１】
　このように、転写ヘッド突出位置では、駆動部材１１の爪止部１８が固定部１２に合致
しているために、及び、本体ケース１の壁面形状１５と外枠ケース２の固定壁１４が面で
合っているために、固定される。
【００４２】
　この固定された転写ヘッド突出位置にある塗膜転写具３が、図４や図５であり、この位
置にて塗膜を転写することができる。
【００４３】
　本体ケース格納位置である図１３において、スライド部材を転写ヘッド突出位置方向と
逆方向（図面右方向）へ稼動させると、スライド部材の左大係部２３が、駆動部材１１の
トリガー部１９を右方向へ動かし、駆動部材１１の回転軸１３を中心軸にして、駆動部材
１１を回転させて、続いて、スライド部材の右小係部２４が、係部穴２５の図面右端に接
して、本体ケース１を動かすことになる。外枠ケース２にはレール部があるために、本体
ケース１が外枠ケース２に対して摺動する。
【００４４】
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　本体ケース格納位置である図１０において、図１３とは左右が逆であり、スライド部材
２０を転写ヘッド突出位置方向と逆方向（図面左方向）へ稼動させて、本体ケース１が外
枠ケース２に対して摺動すると、壁面形状１５がたわんで、半円形状１６を乗り越えるこ
とができ、その後、図３や図６のような状態を経て、本体ケース１と外枠ケース２を分離
することができる。
【実施例２】
【００４５】
　実施例１において、スライド部材を本体ケース格納位置にて転写ヘッド突出位置方向へ
稼動させる時に、多少押し戻される感じを受け、それに違和感を持つ使用者もいる。その
ような感じを与えないために、駆動部材に弾性体を取り付けて、その違和感をなくした。
ここでは、弾性体としてトーションバネを用いた例を説明する。なお、本発明の弾性体は
トーションバネに限定されるものではない。
【００４６】
　図１４が、トーションバネ３１を取り付けた駆動部材１１の拡大図であり、本体ケース
１が転写ヘッド突出位置にて固定された図でもある。また、外枠ケース２の断面を斜線で
表わしている。
【００４７】
　トーションバネ３１の一方のバネ係止片は、バネ止部３２によって係止している。バネ
のコイル部分は駆動部材１１内部に隠れているが、駆動部材１１の回転軸１３と中心軸を
同じにしている。トーションバネ３１のもう一方のバネ係止片は、駆動部材１１内部で係
止している。このように、本体ケース１に設けた駆動部材１１に弾性体であるトーション
バネ３１が取り付けてある。
【００４８】
　そのトーションバネ３１の弾性力によって、駆動部材１１が駆動部材１１の爪止部１８
に合致した外枠ケース２の形状である固定部１２に保持されており、さらに、その弾性力
が、スライド部材の係部２６が接している駆動部材１１のトリガー部１９からスライド部
材へ伝動され、その力によって、スライド部材が本体ケース１の特定位置に保持されてい
る。
【００４９】
　本体ケース１の特定位置とは、ある決まった位置という意味であるが、この実施例の特
徴として、スライド部材２０が本体ケース１の一面全体を覆うような形状であるため、図
５や図６のような本体ケース１とスライド部材２０が一体と見なせるような形状になって
いる。このような形状であると、使用者が塗膜転写具を持ちかえることなく、特定の部位
であるという意識をせずに、固定を解除できる利点がある。その意味においても、スライ
ド部材が本体ケース１の特定位置に保持されていること、すなわち、弾性力によって、使
用者が気づかないように、スライド部材が特定位置に戻ることは重要である。
【００５０】
　図１５は、トーションバネ３１を取り付けた駆動部材１１とそのためのスライド部材２
０を設けた本体ケース１を右側面から見た図である。トーションバネ３１を取り付けた駆
動部材１１とスライド部材２０以外は、実施例１と同様である。
【００５１】
　図１５において、塗膜転写機構を説明する。繰出しリール５から繰り出された転写テー
プ４が、本体ケース１から突設した転写ヘッド６にて塗膜を転写することができ、その後
、巻取りリール７に巻き取られる構成である。転写ヘッド６にて転写テープ４の塗膜が転
写されているので、巻取りリール７に巻き取られているのはテープ基材３０となっている
。転写ヘッド６は、本体ケース１の転写ヘッド保持部９によって保持されている。繰出し
リールと巻取りリールの連動部材は、ここでは連動ギア８であり、繰出しリール５に設け
た連動ギア８だけ見えており、巻取りリールに設けた連動ギアは巻取りリールの背後に隠
れている。
【００５２】
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　図１４において、転写ヘッド突出位置に固定するための固定機構を説明する。図１４の
転写ヘッド突出位置では、このトーションバネ３１の弾性力によって、駆動部材１１が駆
動部材１１の爪止部１８に合致した外枠ケース２の形状である固定部１２に保持されてい
るため、本体ケース１の図面右方向への動きを抑制しており、及び、本体ケース１の壁面
形状１５と外枠ケース２の固定壁１４が面で合っているために、本体ケース１の図面左方
向への動きを抑制している。これらによって、転写ヘッド突出位置にて固定されている。
【００５３】
　この実施例における本体ケース格納位置に停止するための停止機構は、実施例１と同じ
である。
【００５４】
　図１６は、この実施例の場合のスライド部材２０の斜傾図である。図１６のスライド部
材２０には、固定機構の駆動部材に接する係部は一つである。図１６のスライド部材２０
の二つの爪部２１を、本体ケースの二つの爪部係止穴に係合することにより、スライド部
材２０を本体ケースに保持することができる。
【００５５】
　転写ヘッド突出位置である図１４において、スライド部材を本体ケース格納位置方向（
図面右方向）へ稼動させると、スライド部材の係部２６が、駆動部材１１のトリガー部１
９を右方向へ動かし、駆動部材１１の回転軸１３を中心軸にして、駆動部材１１が回転し
て、固定部１２と離れて、固定が解除される。スライド部材をそのまま同一方向へ稼働し
続けると、係部穴２５の図面右端に係部２６が接して、本体ケース１を動かすことになる
。図では、係部穴２５の図面右端は駆動部材１１のトリガー部１９に隠れている。外枠ケ
ース２にはレール部があるために、本体ケース１が外枠ケース２に対して摺動する。
【００５６】
　転写ヘッド突出位置である図１２において、図１４とは左右が逆であり、スライド部材
２０を本体ケース格納位置方向（図面左方向）へ稼動させて、本体ケース１が外枠ケース
２に対して摺動すると、壁面形状１５がたわんで、長方形状１７を図面右から左方向へ乗
り越えて動き、本体ケース格納位置に来ると、壁面形状１５が半円形状１６と長方形状１
７の間に図１０のように収まって停止することができる。
【００５７】
　図１７は、本体ケース１が本体ケース格納位置にて停止している図である。トーション
バネ３１の弾性力によって、駆動部材１１は、駆動部材１１の回転軸１３を中心軸にして
、時計回りに押されているが、外枠ケース２の固定部１２がないため、駆動部材１１の爪
止部１８と合致する部分がなく、保持されていない。この本体ケース格納位置では固定部
１２は、駆動部材１１よりも図面左方向の位置にある。また、弾性力が駆動部材１１のト
リガー部１９よりスライド部材の係部２６へ伝道され、スライド部材の係部２６は、係部
穴２５の図面左端に接している。なお、この位置がスライド部材の特定位置でもある。
【００５８】
　本体ケース格納位置である図１７において、スライド部材を転写ヘッド突出位置方向（
図面左方向）へ稼動させると、スライド部材の係部２６が、係部穴２５の図面左端に接し
ているので、本体ケース１を動かすことになる。外枠ケース２にはレール部があるために
、本体ケース１が外枠ケース２に対して摺動する。駆動部材１１の爪止部１８が固定部１
２を越えようとすると、駆動部材１１がトーションバネ３１の弾性力に反発して、駆動部
材１１の回転軸１３を中心軸にして、反時計回りに押されて動き、駆動部材１１の爪止部
１８が固定部１２を越えると、図１４のようになり、駆動部材１１の爪止部１８が固定部
１２と合致する。
【００５９】
　トーションバネ３１の弾性力により、また、スライド部材の係部２６と駆動部材１１の
トリガー部１９が接しているだけで、固定されてつながっていないことより、実施例１の
ように、固定部１２を越える時にスライド部材が多少押し戻されることはない。駆動部材
１１の弾性体がその動き（力）を吸収して、スライド部材に伝わらないようにしている。
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これにより、使用者が実施例１のような違和感を持つことがなくなった。
【００６０】
　本体ケース格納位置である図１０において、図１７とは左右が逆であり、スライド部材
２０を転写ヘッド突出位置方向（図面右方向）へ稼動させて、本体ケース１が外枠ケース
２に対して摺動すると、壁面形状１５がたわんで、長方形状１７を図面左から右方向へ乗
り越えて動き、転写ヘッド突出位置に来ると、本体ケース１の壁面形状１５と外枠ケース
２の固定壁１４が図１０のように面で合う。
【００６１】
　このように、転写ヘッド突出位置では、駆動部材１１の爪止部１８が固定部１２に合致
しているために、及び、本体ケース１の壁面形状１５と外枠ケース２の固定壁１４が面で
合っているために、固定される。
【００６２】
　この固定された転写ヘッド突出位置にある塗膜転写具３が、図４や図５であり、この位
置にて塗膜を転写することができる。
【００６３】
　本体ケース格納位置である図１７において、スライド部材を転写ヘッド突出位置方向と
逆方向（図面右方向）へ稼動させると、スライド部材の係部２６が、係部穴２５の図面左
端から離れて図面右方向へ動き、それと伴に、駆動部材１１のトリガー部１９を右方向へ
動かし、駆動部材１１の回転軸１３を中心軸にして、駆動部材１１が回転する。そして、
係部２６は係部穴２５の図面右端に接する。
【００６４】
　図１８が、この時の様子を表わした図であり、本体ケース格納位置において本体ケース
１が動く直前の状態である。スライド部材は転写ヘッド突出位置方向と逆方向へ稼動して
、特定位置から動いているが、まだ、本体ケース１は動いていない状態（本体ケース１が
動く直前の状態）である。
【００６５】
　スライド部材をそのまま同一方向へ稼働し続けると、スライド部材の係部２６から係部
穴２５の図面右端へ力が伝わり、本体ケース１を動かすことになる。外枠ケース２にはレ
ール部があるために、本体ケース１が外枠ケース２に対して摺動する。
【００６６】
　本体ケース格納位置である図１０において、図１８とは左右が逆であり、スライド部材
２０を転写ヘッド突出位置方向と逆方向（図面左方向）へ稼動させて、本体ケース１が外
枠ケース２に対して摺動すると、壁面形状１５がたわんで、半円形状１６を乗り越えるこ
とができ、その後、図３や図６のような状態を経て、本体ケース１と外枠ケース２を分離
することができる。
【００６７】
　なお、図１９が、転写ヘッド周辺を左側面から見て傾斜させた図であり、分離する前の
壁面形状１５が半円形状１６を乗り越えた直後の図となる。また、外枠ケース２の固定部
１２、半円形状１６、長方形状１７の盛り上がった立体形状を表わしているが、本発明は
、これらの形状に限定されるものではない。
【００６８】
　次に、上記の動きに従う外観の動きを、塗膜転写具の実際の使用に即して、塗膜転写具
の左側面から見た図で説明する。
【００６９】
　実際の使用ではまず、本体ケース格納位置に転写ヘッドが格納されている状態で、机や
鞄や服のポケットなどの中にあると想定しており、そこから取り出して、転写ヘッドを突
出させる。
【００７０】
　図２０が、転写ヘッドを突出させる動きを表わした図であり、塗膜転写具３の左側面か
ら見た図である。なお、図２０において、図２０（ａ）だけに図の符号を記載しており、
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図２０（ｂ）において同じものは記載を省略している。
【００７１】
　図２０（ａ）が、本体ケース格納位置である。ここから、スライド部材２０を転写ヘッ
ド突出位置方向（図面右方向）へ稼動させると、本体ケース１の壁面形状１５が、停止機
構における外枠ケース２にある長方形状１７を図面左から右方向へ乗り越えて、転写ヘッ
ド突出位置にて、固定される。
【００７２】
　図２０（ｂ）が、固定された転写ヘッド突出位置である。ここでの固定機構は、トーシ
ョンバネを取り付けた駆動部材と固定部とにより本体ケース１の図面左方向への動きが抑
制され、及び、本体ケース１の壁面形状１５と外枠ケース２の固定壁１４とにより本体ケ
ース１の図面右方向への動きが抑制され、固定される機構である。
【００７３】
　転写ヘッドを突出させる動きでは、本体ケース１とスライド部材２０との間において稼
動方向への外観上のずれはない。この図２０（ｂ）の転写ヘッド突出位置にて、塗膜を転
写する使用が可能である。使用後、転写ヘッドを格納する。
【００７４】
　図２１が、転写ヘッドを格納させる動きを表わした図であり、塗膜転写具３の左側面か
ら見た図である。なお、図２１において、図２１（ｃ）だけに図の符号を記載しており、
図２１（ｄ）から（ｆ）において同じものは記載を省略している。
【００７５】
　図２１（ｃ）が、図２０（ｂ）と同じ、固定された転写ヘッド突出位置である。ここか
ら、スライド部材を本体ケース格納位置方向（図面左方向）へ稼動させると、スライド部
材が駆動部材を動かして固定を解除するまで本体ケース１は動かないので、本体ケース１
とスライド部材２０との間において稼動方向への外観上のずれ３３が出てくる。
【００７６】
　図２１（ｄ）が、外観上のずれ３３のある転写ヘッド突出位置である。この後、本体ケ
ース１が左方向へ摺動して、本体ケース１の壁面形状１５が、停止機構における外枠ケー
ス２にある長方形状１７を図面右から左右方向へ乗り越えて、本体ケース格納位置にて、
停止する。ここでの停止機構は、本体ケース１の壁面形状１５が、外枠ケース２にある半
円形状と長方形状１７の間に収まる停止機構である。
【００７７】
　図２１（ｅ）が、停止直後で外観上のずれ３３のある本体ケース格納位置である。停止
直後であるため、スライド部材２０へ力が入った状態である。そのため、本体ケース１と
外枠ケース２は本体ケース格納位置で停止しているが、スライド部材２０は本体ケース１
の特定位置にまだ戻っておらず、本体ケース１とスライド部材２０との間において稼動方
向への外観上のずれ３３がある。
【００７８】
　図２１（ｆ）が、本体ケース格納位置である。スライド部材２０への力も抜けて、弾性
力によりスライド部材２０が本体ケース１の特定位置に戻っている。
【００７９】
　これらの突出と格納を繰り返して、本発明の塗膜転写具３は使用される。図で言えば、
図２０と図２１を繰り返すことになる。
【００８０】
　塗膜転写具は使用を続けると、テープ基材上に塗膜を形成した転写テープがなくなり、
塗膜が転写できなくなる。そこで、使用可能な転写テープと入れ替えることがある。また
、何かしらの不具合が発生して、不具合を直すために、本体ケースの塗膜転写機構を調整
することがある。これらのことを行なうために、本体ケースと外枠ケースを分離する必要
が出てくる。
【００８１】
　図２２が、本体ケース１と外枠ケース２を分離させる動きを表わした図であり、塗膜転
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写具３の左側面から見た図である。なお、図２２において、図２２（ｇ）だけに図の符号
を記載しており、図２２（ｈ）と（ｉ）において同じものは記載を省略している。
【００８２】
　図２２（ｇ）が、図２０（ａ）や図２１（ｆ）と同じ、本体ケース格納位置である。こ
こから、スライド部材２０を転写ヘッド突出位置方向と逆方向（図面左方向）へ稼動させ
ると、スライド部材２０が駆動部材を動かしている間、まだ本体ケース１は動かないので
、本体ケース１とスライド部材２０との間において稼動方向への外観上のずれ３３が出て
くる。
【００８３】
　図２２（ｈ）が、外観上のずれ３３のある本体ケース格納位置である。この後、本体ケ
ース１が左方向へ摺動して、この時、本体ケース１の壁面形状１５がたわんで、停止機構
における外枠ケース２にある半円形状１６を図面右から左右方向へ乗り越えて、転写ヘッ
ド突出位置方向と逆方向（図面左方向）へ摺動する。
【００８４】
　図２２（ｅ）が、その摺動しているところである。この方向へ摺動を続けると、やがて
、本体ケース１と外枠ケース２を分離することができる。
【００８５】
　以上のことより、本発明の塗膜転写具は、塗膜転写具を持ちかえることなく、塗膜転写
具を指先だけで持つことができ、その持ち方で保護する機構の操作ができるようになり、
非常に簡便に保護をしたり外したりすることができるようになった。実際の使用でも、使
用者が塗膜転写具を指先だけで持ち、塗膜転写具を持ちかえることなく、転写ヘッドを突
出させ、塗膜を転写して、転写ヘッドを格納することができるようになった。
【図面の簡単な説明】
【００８６】
【図１】本体ケース１の斜傾図。
【図２】外枠ケース２の斜傾図。
【図３】本体ケース１が摺動している斜傾図。
【図４】転写ヘッド突出位置の図であり、右側面の図。
【図５】転写ヘッド突出位置の図であり、左側面の図。
【図６】摺動している図であり、左側面の図。
【図７】実施例１の本体ケース１を右側面から見た図。
【図８】実施例１の転写ヘッド突出位置における駆動部材１１の拡大図。
【図９】転写ヘッド周辺で、本体ケース格納位置にて停止している状態。
【図１０】本体ケース格納位置における長方形状１７の断面図。
【図１１】実施例１のスライド部材の斜傾図。
【図１２】転写ヘッド突出位置における長方形状１７の断面図。
【図１３】実施例１の本体ケース格納位置における駆動部材１１の拡大図
【図１４】実施例２の転写ヘッド突出位置における駆動部材１１の拡大図。
【図１５】実施例２の本体ケース１を右側面から見た図。
【図１６】実施例２のスライド部材の斜傾図。
【図１７】実施例２の本体ケース格納位置における駆動部材１１の拡大図。
【図１８】本体ケース格納位置において本体ケースが動く直前の状態。
【図１９】転写ヘッド周辺で、壁面形状１５が半円形状１６を乗り越えた直後の図。
【図２０】転写ヘッドを突出させる動きを表わした図。
【図２１】転写ヘッドを格納させる動きを表わした図。
【図２２】本体ケースと外枠ケースを分離させる動きを表わした図。
【符号の説明】
【００８７】
　１　　本体ケース
　２　　外枠ケース
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　３　　本発明の塗膜転写具
　４　　転写テープ
　５　　繰出しリール
　６　　転写ヘッド
　７　　巻取りリール
　８　　繰出しリールと巻取りリールの連動部材
　９　　転写ヘッド保持部
　１０　外枠ケースのレール部
　１１　駆動部材
　１２　外枠ケース２の固定部
　１３　駆動部材１１の回転軸
　１４　外枠ケース２の固定壁
　１５　本体ケース１の壁面形状
　１６　外枠ケース２の半円形状
　１７　外枠ケース２の長方形状
　１８　駆動部材１１の爪止部
　１９　駆動部材１１のトリガー部
　２０　スライド部材
　２１　爪部
　２２　爪部係止穴
　２３　左大係部
　２４　右小係部
　２５　係部穴
　２６　係部
　３０　テープ基材
　３１　トーションバネ
　３２　バネ止部
　３３　外観上のずれ
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